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ごあいさつ

　

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．事業所や車両の二酸化炭素削減に努めます。

３ ．自社の廃棄物の削減や受託廃棄物の再資源化に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．事故ゼロを目標とします。

６ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

　　当社は産業廃棄物の専業処理業者として創業以来、地球環境にやさしい「循環型社会」形成推進の
　　一役を担うため、廃棄物の再資源化に取り組んで参りました。

　　常に新しい方法で廃棄物の再資源化に取り組み、地球の未来を考えての処理を行っております。
　　私はこの事業を始めてから、この世にいらないものはないと考えるようになりました。
　　全てはリユースが可能であり、またどこかで誰かの役に立つものだと考えております。

　　これからも私達は、地球環境にやさしく、お客様のお役に立てる企業として精進して参ります。

環　境　経　営　方　針

環　境　保　全　へ　の　行　動　指　針

　廃棄物の再資源化率の向上を目指し、各種建造物の解体撤去工事、道路や河川護岸等の改
修工事からの建設副産物や、鉄鋼メーカーの各種生産工程より排出される鉱さいの性状は多
種多様ですが、当社の長年のノウハウを駆使して、廃棄物の再資源化率向上に有効な、より
高度なリサイクル技術の構築に、日々取り組んでいます。
　本業である廃棄物の中間処理を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境課題の
解決に向けた活動に自主的・積極的に取り組みます。
　安全で安心していただける商品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供するこ
とが当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでま
いります。

制定日： 2022年5月1日

代表取締役社長 鍜治　俊彰
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組織の概要

（１）名称及び代表者名
株式会社 アールシー川西
代表取締役社長　 鍜治 俊彰

（２）所在地

本社・工場 兵庫県川西市下加茂二丁目７８番

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 代表取締役 鍜治　俊彰 TEL：０７２－７５９－８３８０
担当者 営業部 九坪　勇樹　　 FAX：０７２－７５９－２９８５

（４）事業内容
産業廃棄物処分業、再生砕石販売業

（５）事業の規模
法人設立
資本金 万円
売上高(2021年度) 万円

（６）事業年度 5月1日～4月30日

名 名 無人
㎡ ㎡ ㎡

受託した産業廃棄物の処理量
ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ
ｔ

ｔ うち再資源化量 ｔ

ホイールローダー 台
油圧ショベル(ブレーカー装備) 台
油圧ショベル 台
油圧ショベル 1 台 SH200　住友建機販売㈱
油圧ショベル(マグネット装備) 台
社用車 台

合計 9 台

　　　　 認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社 アールシー川西
対象事業所： 本社・工場
活　　　動： 産業廃棄物処分業、再生砕石販売業

109,500

0

110,000

従業員　　　　　

23,000

資材倉庫

1,000
1983年5月2日

本社 本社・工場

1

73

500

WA320　小松製作所

1

160 820 50

PC210　小松製作所
1

0

収集運搬量 0

中間処理後の産廃の処分量

最終処分量

4

中間処理量

延べ床面積　　　

SH220HBL　住友建機販売㈱

車種 台数 備　　考
1

SH200　住友建機販売㈱
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事業の紹介

【産業廃棄物処分】

廃棄物の再資源化率の向上を目指します。

各種建造物の解体撤去工事、道路や河川護岸等の改修工事からの建設副産物や
鉄鋼メーカーの各種生産工程より排出される鉱さいの性状は多種多様ですが、
当社の長年のノウハウを駆使して、廃棄物の再資源化率向上に有効な、より
高度なリサイクル技術の構築に日々取り組んでいます。

　　スクラップの振り分け作業

【再生砕石販売】

高品質を維持し安定供給に努めます。(RC-40、RC-10)

不要となった廃棄物も、適宜、適正な所為さえ施せば、その有効な特性が蘇り
「役に立つ物」に生まれ変わります。それが、『リサイクル』です。
決して単なるゴミではありません。
当社の再生砕石は、同等の天然材を凌ぐ高品質を維持し安定供給に努め、各種
公共工事をはじめ各方面にて高い評価を受け、ご利用頂いております。

一般的なRC-40㎜だけでなく
RC-10㎜の砕石もご用意する
ことができます。

コンクリートガラの搬入 再生砕石の積込

計量器も完備 高品質な再生砕石 RC-40製造現場

RC-40mm RC-10mm
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環境経営組織及び役割・責任・権限

更新日：

全従業員
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

部門長

・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
　試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

環境事務局

・環境管理責任者の補佐、の事務局
・環境目標、環境活動計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

改善委員会
・環境活動計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

役割・責任・権限

代表者（社長）

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境目標・環境活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境活動レポートの承認

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境目標・環境活動計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境活動レポートの確認

代表取締役　鍜治俊彰

営業部 製造部

環境管理責任者

代表者
代表取締役　鍜治俊彰

改善委員会

環境事務局

全従業員

2022年7月1日

■再生処理プラント
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再生処理プラントフローシート図

許可の内容

　　産業廃棄物処分許可の内容

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

金
属
く
ず

鉱
さ
い

〇 〇 〇

560ｔ/日

許可番号 事業の範囲 廃棄物の種類許可区域 許可年月日 許可有効年月日

令和4年4月7日 令和9年4月6日 中間処理(破砕)

処理能力

兵庫県 02823022631
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主な環境負荷の実績

単位
kg-CO₂

受託収集運搬量 トン
受託中間処理量 トン
受託最終処分量 トン

Kg
Kg
㎥

kg-CO₂/kWhです。

日本テクノ㈱（A0019）2020年度

環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

※電力による二酸化炭素削減（原単位評価）分母は売上高です。

kg-CO₂ 104,286

電力による二酸化炭素削減

kg-CO₂

基準年度比

kg-CO₂/千円

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後）は 0.485

83%99%

上記取組み期間の
二酸化炭素排出量合計

自動車燃料による二酸
化炭素削減

77,367

基準年度比 98%

kg-CO₂

92,718 77,367

63,847

　一般廃棄物排出量
　産業廃棄物排出量

0 170

二酸化炭素総排出量

総排水量

0.278

取組期間

取組期間 93,655

177,329 175,556 173,783

34,869 26,918

93%

2021年

77%

1年間
5月～10月末まで

65,163 26,918 64,505

34,520

97%

2022年

0.253 0.273 0.270

下段：

0.276

2024年2023年

基準値

98% 97%

65,821

2021年 99%

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

83

14,000

（基準年) （目標）

458

評
価

0

0

（目標）（実績） （目標）

33,775

225

上段：

110,000

0

104,331

廃棄物排出量
0

項　目 2020年 2021年 2022年

0

0

44,300

0

0

0

243,257

449

91%

97%

97%

92%

98%

172,009

100%

444

225

基準年度比

受託廃棄物のリサイク
ル率の向上

235,856

167

98%

90% 91% 96%%

83 165

238,288128,524 127,238

168

96% 96%

225

96%

453

222

基準年度比 2021年

2021年

※受託廃棄物のリサイクル率：中間処理リサイクル量42,500kg/受託した産業廃棄物中間処理量44,300kg×100
≒96%

83
99%

一般廃棄物の削減
kg 170

99%2021年

取組期間 89 88

取組期間

基準年度比

水道水の削減

㎥ 458

取組期間 224

※化学物質の使用はありません。

原単位評価

安定型建設混合廃棄物
の削減

kg 33,775 33,437 33,100 32,762

取組期間 20,300 20,097 14,000

101% 100% 101% 102%

基準年度比 2021年 99% 69% 98% 97%
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環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

※

8,507
10,699 10,713

取組み期間は5月～10月

9月

0

取組結果とその評価、本年度の取組内容達成状況

10,387
0 00

3月2月

10,270 11,021
8,351 8,249 0

〇 目標は達成している。しかし、６月から電力使用率が減少傾
向にあるのはプラントの稼働時間が前年に比べて少ないこと
が大きく影響している。通常通りの稼働率に戻れば前年に近
い電力使用率になってしまうので、その時は改めて対策を講
じる。

・空調温度の適正化(冷房２８℃暖房２０℃) ○

6月

○

数値目標

○

原単位目標

　

〇

・服装の工夫をして冷暖房の使用を抑える
・不要照明の消灯

12,103
09,669

1月12月

0
10,729

4月5月 7月

12,449

11月10月8月

0 　

13,841 11,44312,704
9,432 11,294

9,355

0

5,000

10,000

15,000

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

電力（kWh）
2021年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

6,884

3月2月

○

141 194
0

3月12月
6,585

10月 11月

112

4月

00 0 0

4月

○

04,566 0

120

5,910

116

1月

145 140
8月

4,838

144
11月10月 12月 1月

５月と６月は未達成だが、それ以降は達成できているのでこ
のまま推移を見守りたい。軽油に関しては横ばいなので少し
でも減少するように努めます。

5,516

0140 139
135172 146

4,501 4,545 0
6,227

164 163

5,992

110

2月
5,466

0
5,236

5月 6月 7月 8月 9月

5月

・適正な車輌整備を行っている
・アイドリングストップの徹底

数値目標

126 135
9月

達成状況

〇

6月

0 　

取組結果とその評価、本年度の取組内容

7月

4,628
00

3,8666,043
4,915 6,007 4,709

0

50

100

150

200

250

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

軽油（L) 2021年 2022年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

受託廃棄物のリサイクル率の向上

取組紹介欄

2022年

・詰め替え可能な製品を選ぶようにする

0

15 15

5月 6月 7月

・使い捨て製品の購入や利用を控えている

〇

○

　

14
14

0 　

015
11

7月
16

達成状況 取組結果とその評価、本年度の取組内容

0

14

・プラントのメンテナンス
○

○

1月
16

昨年より数値目標は達しているが、徐々に増えてきている。
本年度はさらに削減できるように進めていきます。

4月10月 2月
10 15

3月

９月はプラントを止める日が多かった為リサイクル率が低い
が、他の月では目標達成をしている。本年度はさらに排出量
削減を進めていきます。

4月2月 3月

達成状況

9月
16

0

取組結果とその評価、本年度の取組内容

0

11月 12月

0 0
15

〇

○

15 11
0

0

9月 10月 11月 12月 1月
92%83%

16 15

数値目標

数値目標

5月 6月 8月

104% 96% 102%

・新規顧客の獲得

100%
8月

10

0

5

10

15

20

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

受託廃棄物のリサイクル率（％）
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安定型建設混合廃棄物の削減

2021年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

課題を解決しチャンスを活かす取組
廃棄物処分、再生砕石販売ともに新規顧客は増加しているの
でこのペースを維持していきたい。環境活動については工場
周辺の清掃を徹底しています。次年度では廃棄物の受入率、
再生砕石の使用率をあげることを目標とします。

0 　

　　　　各手洗い場に節水のポスター

39

取組結果とその評価、次年度の取組内容

39 40
39 39

38 3837
0 0 0

受託廃棄物に混入している不可物はコンテナへ

0 037

12月 4月3月

0

10月 11月 1月 2月

2,450 2,100
11月 12月

数値目標に達していないが、このままいけば年内には目標達
成できる。本年度の目標達成を目指します。

0 0

取組結果とその評価、本年度の取組内容

3月 4月9月

　

2,100

○

5月

○

2月10月

達成状況 取組結果とその評価、本年度の取組内容
数値目標 〇 スクラップ類とそれ以外の廃棄物を分けることで削減するこ

とができている。場内に持ち込まれる段階で内容が酷いよう
であれば注意、もしくは受入中止にしている。コンクリート
ガラのみ受入可能。本年度はさらにこの取り組みを継続して
いきます。

・より細かい選別作業

1月6月 7月 8月

0

・受入段階での選別
0

0 2,100 5,425 2,100 2,275 2,450
4,200 2,450 2,450 2,450 2,450 0 0 0 0

・水量を減らす工夫をしている
○・日常的に節水を励行

0 　

○

数値目標

達成状況

7月 8月

達成状況

5月
37

9月
3738 38

○

×

6月

2,100 8,225 2,450

4037

0

38 36 36

　0

　0

・新規顧客の獲得 ○
・資格取得の支援

0

10

20

30

40

50

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

水道水（㎥） 2021年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
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環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

業許可申請の遵守、マニフェストの適正管理
クラッシャー、ブレーカー届出

消火器の定期点検
フロン類使用機器の定期点検
廃油の流出事故報告、地下水の水質測定
クラッシャー、ブレーカー届出
特定家庭用機器廃棄時の適正な処理
点検整備、適正使用

2022年　10月30日

緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 事故の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし
プラント内での事故発生を想定し対応できるようにした。
緊急時での各自対応の仕方を確認。

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし
現場、事務所での火災発生時に消火器の保存場所等について社員全員が確認。
対応できるようにした。

■実施状況の様子

遵守
遵守

遵守
遵守

遵守
遵守

水質汚濁防止法 遵守
大気汚染防止法 遵守

九坪、佐藤、宮崎、西、松田

オフロード法
家電リサイクル法

騒音規制法
消防法
フロン排出抑制法

産業廃棄物処理法

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。今期の苦情等もありませんでした。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

適用される法規制

2022年10月13日 駐車場前

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

2022年10月4日 休憩室
九坪、佐藤、宮崎、西、松田

・プラント内事故発生の想定

遵守評価
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代表者による全体の評価と見直し・指示

2022年　11月30日

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

これまでの環境活動の紹介

当社による近隣の清掃作業の様子

砂埃を中心に清掃します

本格的に取組を開始した５月からは、電力、ガソリン、軽油が目標達成となっている。
安定型建設混合廃棄物、水道水はほぼ横ばい。
一般廃棄物は目標は達成しているが、月が経つにつれて増加傾向にある。
達成項目に関しては引き続き現在の取組を継続していき、未達成の項目は今後強化を図る。
カーボンニュートラルを目指す中、気候変動対策世界ランキングで日本は６０ヶ国中４５位とまだまだ不十分。
一つ一つの会社、また一人一人が小さな課題解決から始めていけばこの順位も変わってくるだろう。
我々もエコアクション２１を取得し、推進していきたい。

定期的に工場周辺を清掃しております
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